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研究要旨 

筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群(ME/CFS)等の神経疾患検体を臨床情報と伴に保存し、自律神経障害や末梢

神経障害を呈する神経疾患のバイオマーカー開発のための共同研究体制を構築することを目指した。多様な

神経疾患の臨床検体の収集は順調に進捗し 2000 例以上の検体数となった。ME/CFS の検体保存や確定診断

例の経験はなかった。今後も継続して臨床情報を伴う検体収集を行う予定である。 

Ａ．研究目的 

筋痛性脳脊髄炎／慢性疲労症候群(ME/CFS)等の神

経疾患検体を臨床情報と伴に保存し、自律神経障害

や末梢神経障害を呈する神経疾患のバイオマーカ

ー開発のための共同研究体制を構築する。 

Ｂ．研究方法 

北海道大学神経内科研究室において脳炎や脊髄炎、

自己免疫性神経疾患を含む神経疾患の血清、血漿、

髄液等の検体保存と臨床情報を管理する。ME/CFS

および ME/CFS に病態が類似することが予想され

る COVID19 感染後遺症および COVID19 ワクチ

ン関連事象について後方視的に調査した。北海道大

学倫理委員会承認のもと、臨床情報と検体収集を継

続している。 

Ｃ．研究結果 

2023 年 12 月時点で、血清保存されている患者数 

2,921 名、血漿保存されている患者数 2,742 名、髄

液保存されている患者数 2,871 名、DNA が保存さ

れている患者数 2,263 名であった。疾患内訳とし

て多かったのは、多発性硬化症 645 名、パーキン

ソン症候群 306 名、自己免疫性脳炎 50 名であっ

た。なお、ME/CFS の検体保存はなかった。2022

年度１年間に COVID19 感染後遺症が疑われた患

者 11 名、COVID19 ワクチン関連事象が疑われた

患者 7 名が受診していた。その愁訴は異常感覚、歩

行障害、倦怠感など多彩であった。最終診断として

機能性神経障害と診断された症例が最も多かった

が、COVID19 感染後遺症患者のうち MF/CFS 疑

いとされた症例も１例存在した。 

Ｄ．考察 

これまで本研究班の主たる対象疾患である

ME/CFS 自体の検体は保存されていないが、脳炎

例と脊髄炎例の検体は増加傾向にある。脳炎患者

や多発性硬化症患者においても慢性疲労を呈する

ことがあり、これらの検体を疾患対照として用い

ることも検討すべきかもしれない。また、

COVID19 感染後遺症疑い患者においても

ME/CFS が疑われる患者の存在が確認された。因

果関係については、さらなる検討が必要である。 

 

 

Ｅ．結論 

今後も継続して、ME/CFS を含めた神経疾患の臨

床情報を伴った検体保存に努める。また、

COVID19 感染は減少傾向にあるが、未だ継続して

おり、関連事象として ME/CFS が潜在している可

能性にも留意する必要がある。 
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